
 

方策１花畑社会実験バスにおける運行経費の削減について                         

 

収支率を向上させるには、運行経費を削減しなければならない。そのため前述

した事項を検討した結果、運行ダイヤの改正等の方策を実施したい。 

 

【改正理由】 

・ 土休日は利用者が少ない傾向にあること 

・ 乗降調査その他の結果から、利用者が少ない時間帯があること 

・ アンケート結果より、減便後も花畑社会実験バスは継続してほしいとの意見

や、通勤・通学の時間帯は、現在のダイヤを保ってほしいとの意見があった。 

⇒運行経費の削減を行うため、利用者の少ない土休日の減便、平日夜間帯は

文教大折返しとするなど、効率的なダイヤに改正する。 

 

【改正案】 

 改定前 改定後 

平 日 
51 便 

47 便 

※六町駅発 20 時台以降は文教大学折返し 

土休日 37 便 

 

（表 運行ダイヤ案） 
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